
1 H24災 第108号 一級市道大屋線道路災害復旧工事 創 和 建 設 株 式 会 社 道路河川課

2 平 成 24 年 度 ( 繰 ) 市 道 静 町 赤 坂 線防 雪柵 新設 工事 伊 藤 建 設 工 業 株 式 会 社 道路河川課

3 平 成 25 年 度 市 道 袴 形 呂 土 沢 線 道 路 改 良 工 事 渡 部 工 業 有 限 会 社 道路河川課

4 平 成 25 年 度 市 道 三 本 柳 森 崎 線 道 路 改 良 工 事 荒 川 施 設 工 業 株 式 会 社 道路河川課

5 平 成 24 年 度 本 郷 橋 補 修 工 事 株 式 会 社 吉 田 建 設 都市計画課

6 山 内 地 域 多 目 的 総 合 施 設 建 設 工 事 ( 建 築 本 体 工 事 )
横手・伊藤・村岡 山内地域多目的総
合施設建設工事（建築本体工事）
特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

建築住宅課
( 山内地域局
地域振興課 )

7 山 内 地 域 多 目 的 総 合 施 設 建 設 工 事 ( 機 械 設 備 工 事 ) 横 手 水 道 工 業 株 式 会 社
建築住宅課
( 山内地域局
地域振興課 )

8 山 内 地 域 多 目 的 総 合 施 設 建 設 工 事 ( 電 気 設 備 工 事 ) 伊 藤 電 気 株 式 会 社 横 手 営 業 所
建築住宅課
( 山内地域局
地域振興課 )

9
学 校 給 食 セ ン タ ー 統 合 事 業
横 手 学 校 給 食 セ ン タ ー 建 設 工 事 ( 建 築 本 体 工 事 )

伊藤･半田･創和学校給食センター統合事業

横手学校給食センター建設工事(建築
本体工事)特定建設工事共同企業体

建築住宅課
(学校統合推進課)

10 大 沢 第 二 浄 水 場 送 水 管 布 設 工 事 ( 第 1 工 区 ) 荒 川 施 設 工 業 株 式 会 社 水 道 課

11 今泉地区農業集落排水(機能強化)事業 第02101号工事 山二施設工業株式会社 横手支店 下水道課

12 今泉地区農業集落排水(機能強化)事業 第02201号工事 桜 沢 電 気 工 事 株 式 会 社 下水道課

13 平成25年度 公共下水道事業 平鹿石成地区管渠築造工事 株 式 会 社 吉 田 建 設 下水道課

14 平成25年度 公共下水道事業 雄物川船沼地区管渠築造工事 株 式 会 社 大 和 組 下水道課
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番
号

工　　　事　　　名
監 督 課

（発注課）

平成26年度優良工事表彰工事一覧表平成26年度優良工事表彰工事一覧表平成26年度優良工事表彰工事一覧表平成26年度優良工事表彰工事一覧表

施　工　業　者



 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.1No.1No.1No.1

受 賞 工 事 名 H24災　第108号　一級市道大屋線道路災害復旧工事

受 賞 技 術 者 名 稲葉　司 現場代理人兼主任技術者

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市大屋寺内　地内

請 負 者

住 所 横手市駅前町13番8号

商 号 創和建設株式会社

代 表 者 代表取締役社長　小原　朗

請 負 金 額 ¥66,891,373.-

工 事 期 間 平 成 25 年 3 月 26 日 ～ 平 成 25 年 9 月 30 日

 路上路盤再生工を提案され、施工時の段差を大幅に軽減するとともに工期の短縮、路盤強
度の向上が実現でき、表層の仕上がりも良く優れた施工だった。現場事務所にAEDを設置
するなど、社会貢献にも取り組みが見られた。

【受賞にあたって一言】

　このたびは栄誉ある賞を賜りありがとうございます。本工事では工事の性質上、未舗装状態での交通開放や
最大17㎝の段差が発生する等交通災害のリスクが大きいため、課題を「交通事故防止の徹底」とし、施工に
臨みました。そこで路上路盤再生工法を採用し、舗装の構造強化と安全性の向上を実現することができまし
た。受賞を励みに更なる安全意識の高揚と品質の向上をめざし、地域に貢献していきたいと思います。

— ２ —

概 要

復旧延長　　Ｌ＝１，６９３ｍ

復旧幅員　　Ｗ＝７．９ｍ（１１．０ｍ）

舗装工 表層工　　Ａ＝１３，６２０㎡

【表 彰 理 由】

着工前 完 成

舗装高度技術：路上再生路盤工によるリサイクル性向上、工期短縮

地域貢献：側溝の補修現場事務所へのAED設置



  横手北中学校前での施工であり、施工の時間帯に配慮が見られた。施工方法や使用材料に
多くの提案もあり、また、中学生の通学、帰宅時の安全確保に発光型バリケードを使用す
るなど積極的な取り組みが見られた。

【受賞にあたって一言】

　この度は、栄誉ある優良工事表彰を賜り誠にありがとうございます。当工事は横手北中学校前の工事であ
り、生徒の登下校時の安全確保と、車道の一部を夜間も規制していたため一般通行車両の安全確保に重点を置
き、安心して通行できるよう心掛けた結果、無事故で完成することができました。今回の受賞を励みに、更な
る安全意識の高揚と技術の研鑚に努め、ものづくりで地域に貢献していきたいと思っております。
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概 要

施工延長　　Ｌ＝３２７ｍ

防雪柵工　　Ｌ＝３２７ｍ

排水構造物工 側溝工　　Ｌ＝２８０ｍ

法面工　防草シート　　Ａ＝４６５㎡

【表 彰 理 由】

請 負 金 額 ¥33,163,200.-

工 事 期 間 平 成 25 年 7 月 19 日 ～ 平 成 25 年 11 月 22 日

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市静町字長田　地内

請 負 者

住 所 横手市大町5番19号

商 号 伊藤建設工業株式会社

代 表 者 代表取締役　中村　清昭

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.2No.2No.2No.2

受 賞 工 事 名 平成24年度(繰)　市道静町赤坂線防雪柵新設工事

受 賞 技 術 者 名 嵯峨　巧 現場代理人兼主任技術者

着工前 完成

基礎杭打込

防雪柵設置

高性能被膜養生材の使用

偏心量測定板の使用

防草シートめくれ防止



  民家の取付道路の施工にあたっては、仮設スロープで住民の理解を得ながら勾配を決定し
ており、利用する方の立場に立った優れた取り組みであった。作業告知看板も工夫が多
く、住民と良好な関係を築いたことは評価できる。

【受賞にあたって一言】

　このたびは、横手市優良工事表彰をいただき誠にありがとうございます。これもご指導いただいた監督職員
の方々や、地域住民のご理解ご協力の賜物であると心より感謝申し上げます。当現場では、民家の取付道路を
どの様に住民の方に理解していただくかが最大のポイントでした。住民との数多くの話し合いで良い物を完成
することができました。これからも地域住民との話し合いを大切にしてより良い物を作っていきたいと思って
おります。
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概 要

施工延長　L=204m　　擁壁工  V=18㎥　　カルバート工　L=8m

排水構造物工　L=379m　　表層工　A=1,090㎡

上層路盤工　A=1,100㎡　　下層路盤工　A=1,110㎡

【表 彰 理 由】

請 負 金 額 ¥17,823,750.-

工 事 期 間 平 成 25 年 7 月 25 日 ～ 平 成 25 年 11 月 29 日

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市大森町袴形字袴形　地内

請 負 者

住 所 横手市平鹿町樽見内字小豆田256番地

商 号 渡部工業有限会社

代 表 者 代表取締役　渡部　貢

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.3No.3No.3No.3

受 賞 工 事 名 平成25年度　袴形呂土沢線道路改良工事

受 賞 技 術 者 名 柴田　亮 現場代理人兼主任技術者

着工前 完成

段切施工

重力式擁壁工

宅地への取付道路を仮設通路を設置し
実際に歩いてもらい勾配について、住
民（高齢者）と協議した。 わかりやすい作業予定表の掲示

蔵の日PR



  バリケードにより車歩分離を徹底するなど小学生の通学時の安全確保に力を注ぎ、地域活
動に協力するなど周辺市民と良好な関係を維持した施工であった。また、施工材料に高品
位のものを使用して品質の向上にも努めた。

【受賞にあたって一言】

　このたび、優良工事表彰の栄誉を賜り、誠にありがとうございます。また、ご指導・ご協力いただいた関係
各位の皆様には、心から感謝と御礼を申し上げます。本工事は狭い道路の工事であり、小学校の通学路でも
あったため、子供達の登下校の安全に細心の注意をはらい施工しました。今後も本受賞を励みとして、工事の
安全を図り良質な工事の施工に努めてまいりたいと思います。

— 5 —

概 要

施工延長　L=240m　　擁壁工  V=136㎥

置換工　L=250m　表層工　A=1,370㎡　　

上層路盤工　A=1,390㎡　　下層路盤工　A=1,390㎡

防護柵工　L=172m

【表 彰 理 由】

請 負 金 額 ¥19,625,550.-

工 事 期 間 平 成 25 年 6 月 12 日 ～ 平 成 25 年 10 月 31 日

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市赤坂字高口　地内

請 負 者

住 所 横手市赤坂字荒沼７２番地２

商 号 荒川施設工業株式会社

代 表 者 代表取締役　荒川　誠治

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.4No.4No.4No.4

受 賞 工 事 名 平成25年度　市道三本柳森崎線道路改良工事

受 賞 技 術 者 名 荒川　道義 現場代理人兼主任技術者

着工前 完 成

上位品質資材の使用(ｺﾞﾑ発泡体)

農道取付部植生土嚢積による幅員確保

重力式擁壁 PR看板設置

地域貢献:花壇整備



  工事成績評定点87点の工事であり、特に優れた工事である。橋梁補修はコンクリート、
鋼材の異なる材質の劣化に対応した高度な知識と技術が求められるが、高い技術力と多く
の創意工夫で完成させたことは高く評価できる。

【受賞にあたって一言】

　このたびは、栄誉ある賞を賜り誠にありがとうございました。本工事の上部は幅員６mと狭い空間の中、終
日片側交互通行規制での施工であったため、通行者が安全に通行できるよう、また、早期の規制解放を実現で
きるよう安全対策及び工程調整に最大限の配慮を払いました。この度の受賞を励みに、更なる安全意識の高揚
と品質・技術の向上に努め、社会貢献に邁進する所存です。
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概 要

現場塗装工　790㎡　　床版補修工　380㎡　床版防水工　333㎡

伸縮装置工　24㎡　地覆打替工　122ｍ　舗装工　442㎡

支承補修工　18基　下部補修工　162㎡　照明設備工　1基

防護柵工　112ｍ

【表 彰 理 由】

請 負 金 額 ¥53,504,850.-

工 事 期 間 平 成 25 年 2 月 20 日 ～ 平 成 25 年 11 月 29 日

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市本郷町　地内

請 負 者

住 所 横手市雄物川町薄井字下開３４４番地

商 号 株式会社　吉田建設

代 表 者 代表取締役　吉田　博行

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.5No.5No.5No.5

受 賞 工 事 名 平成２４年度　本郷橋補修工事

受 賞 技 術 者 名 大友　貴宏 現場代理人兼主任技術者

施工前

完成

品質管理：下部補修

床版防水クラック補修
親柱補修 沓座拡幅

改良点：伸縮装置・地覆拡幅

埋設型ｼﾞｮｲﾝﾄの施工

工夫点：床版防水対策

ﾊﾟｲﾌﾟ（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ/ｽﾊﾟｲﾗﾙ）を

ﾄﾞﾚｰﾝ材として活用



【表 彰 理 由】

  地域局、消防分署とも運営しながらの施工であり、他の2工事との調整を積極的に果たし
ながら完成させた。作業員の体調管理や山内小学校付近での交通誘導など安全に対する強
い意欲が感じられ、表彰に値する工事である。

【受賞にあたって一言】

　この度は優良工事表彰栄誉を賜りありがとうございます。ご指導頂いた監督職員の方々や地域住民の皆様の
ご理解とご協力を頂戴した賜物であると心より感謝申し上げます。施工に当たっては庁舎と分署を運営しなが
らの工事であり、来庁者や職員の方々の安全を確保し、また、構造体の品質確保に重点を置きました。今後も
建設工事を通じて地域の皆様に貢献できるよう努めてまいります。
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工 事 期 間 平 成 25 年 6 月 27 日 ～ 平 成 26 年 2 月 28 日

概 要

構造・階数　　鉄骨造二階建て（一部平屋）

延床面積　　　2,363㎡

　　　株式会社村岡組　代表取締役　村岡　志朗

技術者

監理技術者　　横手建設株式会社　小棚木　悟

監理技術者　　伊藤建設工業株式会社　中野　利美

監理技術者　　株式会社村岡組　高橋　正

請 負 金 額 ¥324,450,000.-

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市山内土渕字二瀬8番地4

請 負 者

商　号
横手・伊藤・村岡　山内地域多目的総合施設建設工事

（建築本体工事）特定建設工事共同企業体

構　成

代表　横手建設株式会社　代表取締役　武茂　広行

　　　伊藤建設工業株式会社　代表取締役　中村　清昭

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.6No.6No.6No.6

受 賞 工 事 名 山内地域多目的総合施設建設工事（建築本体工事）

受 賞 技 術 者 名 小棚木　悟 現場代理人兼監理技術者

山内庁舎南側全景 山内分署車庫側全景

地盤安定処理地盤安定処理地盤安定処理地盤安定処理

セメント系固化材セメント系固化材セメント系固化材セメント系固化材

インターンシップ受入インターンシップ受入インターンシップ受入インターンシップ受入

横手清陵学院高校横手清陵学院高校横手清陵学院高校横手清陵学院高校

毎朝体調チェック毎朝体調チェック毎朝体調チェック毎朝体調チェック
（平均台歩行）（平均台歩行）（平均台歩行）（平均台歩行）

発泡ウレタン吹付発泡ウレタン吹付発泡ウレタン吹付発泡ウレタン吹付

小学生安全誘導小学生安全誘導小学生安全誘導小学生安全誘導



  梁スリーブの墨出し改良のほか、空調室外機の落雪対策用屋根の設置なども提案され、維
持管理の利便性が向上する取り組みは評価できる。民家の除排雪をボランティアで実施す
るなど、地域貢献にも取り組んだ。

【受賞にあたって一言】

　本工事では同一敷地内に隣接する山内地域局と山内分署への訪問者、職員の方々、通学児童生徒の安全と日
常業務の確保に配慮し施工しました。また、雪の多い地域性を考慮し、除排雪や落雪による設備機器の破損防
止について監督員、設計担当の方々から意見を伺い、屋外設置機器の雪害対策を実施しました。関係者の皆
様、近隣住民の方々のご協力に感謝し、今後も地域社会に貢献できるよう努めてまいります。
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概 要

構造・階数　　鉄骨造二階建て（一部平屋）

延床面積　　　2,363㎡

主な工種　　　冷房設備、換気設備、衛生器具設備、給水設備　外

【表 彰 理 由】

請 負 金 額 ¥69,145,650.-

工 事 期 間 平 成 25 年 6 月 27 日 ～ 平 成 26 年 2 月 28 日

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市山内土渕字二瀬8番地4

請 負 者

住 所 横手市平城町6番20号

商 号 横手水道工業株式会社

代 表 者 代表取締役社長　栗林　徹

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.7No.7No.7No.7

受 賞 工 事 名 山内地域多目的総合施設建設工事（機械設備工事）

受 賞 技 術 者 名 池田　勉 現場代理人兼監理技術者

みんなのトイレ

分署処置室

民家除排雪 室外機の雪対

梁スリーブの墨出し改良

寒中コンクリートの保温養生



  コンセントへの電源系統や注意書きの明示は利用者側の視点での工夫といえる。スラブ渡
り配管、屋外照明の雪割り屋根の設置、地元メーカーのLED照明の採用など、豊かな発想
で多くの提案を行っており評価できる。

【受賞にあたって一言】

　このたびは、横手市優良工事表彰の栄誉を賜り誠にありがとうございます。本工事は地域局・公民館・消防
分署機能を融合した建物であり実際に使用される方々と連絡を密にして保守管理のしやすさを考慮した電気設
備を作る施工管理を行いました。また狭い敷地内で効率よく施工するために他業種の皆様と協力し合い無事工
期内に完工することが出来ました。今後も地域の皆様のニーズにお応えできるよう安全で品質の良い電気設備
を提供していきたいと思っております。
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概 要

構造・階数　　鉄骨造二階建て（一部平屋）

延床面積　　　2,363㎡

主な工種　　　受変電設備、幹線設備、照明器具設備、自家発電設備外

【表 彰 理 由】

請 負 金 額 ¥95,859,750.-

工 事 期 間 平 成 25 年 6 月 27 日 ～ 平 成 26 年 2 月 28 日

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市山内土渕字二瀬8番地4

請 負 者

住 所 横手市杉沢字谷地中171番地4

商 号 伊藤電気株式会社　横手営業所

代 表 者 所長　鈴木　善昭

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.8No.8No.8No.8

受 賞 工 事 名 山内地域多目的総合施設建設工事（電気設備工事）

庁舎事務室LED照明 スラブ渡り配管施工

端子締付力確認
照度測定

分電盤番号、取扱の表示

コンセントの発電系統別色分 ボード開口の省力化（サーチセン 雪害対策（雪割り屋根



【表 彰 理 由】

  他の2工事との連携に加え、厨房機器メーカーとの調整に中心的な役割を果たし、予定工
期より早く完成させたことは高く評価できる。また、多くの技術提案や、大雪の中でも現
場管理の徹底により工事を円滑に進めたことは表彰に値する。

【受賞にあたって一言】

　この度は栄誉ある賞を受け賜り誠にありがとうございます。本工事は、秋田県内でも最大規模の厨房機器が
稼働する建物です。施工当初より、厨房機器を中心とした地下ピット工事・設備配管工事・電気設備工事・内
装工事の施工調整が問題点でしたが、各業者間との工事調整や安全管理（ピット内酸欠防止）と品質管理を密
に行い、無事故で無事に完成することができました。監督員・JV職員の皆様に感謝申し上げます。
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工 事 期 間 平 成 24 年 10 月 19 日 ～ 平 成 26 年 1 月 31 日

概 要

給食センター棟　延床面積2,989.57㎡　鉄骨造２階建て

車庫棟　延べ床面積57.96㎡　木造１階建て

外構工事・緑化工事一式、厨房機器設置・給食機器一式

　　　創和建設株式会社　代表取締役　小原　朗

技術者

監理技術者　伊藤建設工業株式会社　河村　宣宏

監理技術者　株式会社半田工務店　柴田　直樹

監理技術者　創和建設株式会社　渡辺　堅市

請 負 金 額 ¥831,075,000.-

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市八幡字下長田４０番地 地内

請 負 者

商　号
伊藤･半田･創和 学校給食センター統合事業

横手学校給食センター建設工事(建築本体工事)特定建設工事共同企業体

構　成

代表　伊藤建設工業株式会社　代表取締役　中村　清昭

　　　株式会社半田工務店　代表取締役　半田　隆夫

 平成25年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成25年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成25年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成25年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.9No.9No.9No.9

受 賞 工 事 名 学校給食センター統合事業　横手学校給食センター建設工事(建築本体工事）

受 賞 技 術 者 名 河村　宣宏 現場代理人兼監理技術者

地中梁完成 鉄骨組み上げ 完成

煮炊き室施工中

完成
コンテナプール

安全対策：ピット内作業【酸素濃度測定】

社会貢献：周辺道路清掃



  推進工で予期せぬ岩盤が出現し、通常の施工が困難となったが、静的破砕薬剤の使用を提
案し、施工可能となった。これより夜間作業の騒音振動が大幅に軽減され、周辺市民への
負担もなかったことは評価できる。

【受賞にあたって一言】

　このたびは、表彰の栄誉を賜りありがとうございます。これもご指導いただいた監督職員の方々や、地域住
民のご理解ご協力を頂戴した賜物であることに感謝申し上げます。本工事は、夜間工事のため地域住民への騒
音防止、雪による立坑への転落防止等の安全対策に努めました。今後もより一層技術の向上を目指し、地域社
会に貢献できるように努力して行きたいと思います。
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概 要

送水管布設（φ350㎜）　L=225.1ｍ、推進工　L=111.2m

水管橋築造（350A）L=14.7m

【表 彰 理 由】

請 負 金 額 ¥155,531,250.-

工 事 期 間 平 成 24 年 6 月 26 日 ～ 平 成 25 年 5 月 31 日

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市大沢字下庭当田～大沢字前田　地内

請 負 者

住 所 横手市赤坂字荒沼72番地2

商 号 荒川施設工業株式会社

代 表 者 代表取締役　荒川　誠治

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.10No.10No.10No.10

受 賞 工 事 名 大沢第二浄水場送水管布設工事(1工区)

受 賞 技 術 者 名 橋本　和男 現場代理人兼主任技術者

横手川横断推進工推進先導体

静的破砕薬剤

薬剤注入

ヒューム管推進工 到達側水道管

横手の送り盆祭りPR



  施設を運営しながらの改修工事であったが、水質の悪化もなく無事完成させた。施工にあ
たり、他の2工事と工事災害防止協議会を発足させ、幹事会社として工程や施工方法の調整
に中心的役割を果たしたことは評価できる。

【受賞にあたって一言】

　このたびは、横手市優良工事表彰の栄誉を賜り誠にありがとうございます。稼働中の施設のため、監督員を
始めとする関係各位と連携を図りながら施工を進めてまいりました。今回の受賞は、昨今の人材不足の中、本
工事完成に向けてご協力いただいた関係各社を代表して賞を頂いたものと考え、今後とも微力では有りますが
地域の皆様の生活の向上に寄与出来る様、更なる技術の向上に努めてまいります。
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概 要

処理施設改築工事（ＪＡＲＵＳ－ⅩⅣ96型　→　ＪＡＲＵＳ－ⅩⅣG型）

１．土木工事　　　　　　　　Ｎ＝１．０式

２．機械設備工事　　　　　Ｎ＝１．０式

【表 彰 理 由】

請 負 金 額 ¥58,745,400.-

工 事 期 間 平 成 25 年 10 月 2 日 ～ 平 成 26 年 3 月 17 日

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市十文字町睦合字寺田４２番地

請 負 者

住 所 横手市梅の木町１５番５号

商 号 山二施設工業株式会社　横手支店

代 表 者 支店長　齋藤　政志

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.11No.11No.11No.11

受 賞 工 事 名 今泉地区農業集落排水（機能強化）事業　第０２１０１号工事

受 賞 技 術 者 名 桐原　信悦 現場代理人兼主任技術者

着工前 完 成

前処理流入水路

ばっ気槽

ブロアー室



  施設を運営しながらの改修工事であったが、制御盤の仮設設置に合わせ、提案により計装
類も仮設で設置し、施設運営に支障のない工夫を施したことは評価できる。

【受賞にあたって一言】

　この度栄誉ある賞を賜り誠にありがとうございます。本工事は稼働中の設備改修でしたので運営に支障が出
ないよう、データ計測装置の移設、停電作業時間の短縮に努め、無事完成させることが出来ました。これもひ
とえに関係各位様のご協力の賜物と心より感謝申し上げます。今後も技術力を向上させ地域の発展に貢献でき
るよう努力したいと思います。
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概 要

処理施設改築工事（ＪＡＲＵＳ－ⅩⅣ96型　→　ＪＡＲＵＳ－ⅩⅣG型）

１．電気設備工事　　　　　　Ｎ＝１．０式

２．建築工事　　　　　　　　Ｎ＝１．０式

【表 彰 理 由】

請 負 金 額 ¥37,644,600.-

工 事 期 間 平 成 25 年 9 月 25 日 ～ 平 成 26 年 3 月 17 日

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市十文字町睦合字寺田４２番地

請 負 者

住 所 横手市安田字越廻１００番地１

商 号 桜沢電気工事株式会社

代 表 者 代表取締役　柴田　吉松

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.12No.12No.12No.12

受 賞 工 事 名 今泉地区農業集落排水（機能強化）事業　第０２２０１号工事

受 賞 技 術 者 名 鎌田　昭利 現場代理人兼主任技術者

制御盤・計装盤改造前 制御盤・計装盤改造中

仮設制御盤・計装盤
完 成

自家発電室新設 新設自家発電機



【
安
全
管
理
】

【
地
域
貢
献
】

  出来形管理や各種試験結果、工事写真が適切かつ正確にまとめられており、施工品質の証
明が特に優れていた。通学路や工事のため排雪できなかった民家の除排雪を実施するな
ど、地域貢献にも積極的に取り組んた。

【受賞にあたって一言】

　このたび優良工事表彰の栄誉を賜り、監督員はじめ関係する皆様に心より感謝申し上げます。工区内に通学
路がある他、住宅密集地での冬季施工のため、地域住民の安全・快適を第一に考え工事を進めました。また、
成果物のほとんどが土中に埋設される下水道工事の特性上、特に施工品質を証明できるような施工管理に努め
ました。受賞を励みに更なる技術力向上に邁進し、「良く・早く・安く」をモットーに社会に貢献していく所
存です。
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概 要

路線延長　　L=462.53m

○管布設工(PRPφ150)　　L=420.75m　　○管推進工(鋼管φ300)　L=28.8m

○ﾏﾝﾎｰﾙ工　　N=１３箇所　　○取付管及び桝工　　N=20箇所

○付帯工　　　１式

【表 彰 理 由】

請 負 金 額 ¥48,197,100.-

工 事 期 間 平 成 25 年 10 月 3 日 ～ 平 成 26 年 1 月 20 日

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市平鹿町醍醐字石成　外　地内

請 負 者

住 所 横手市雄物川町薄井字下開344番地

商 号 株式会社　吉田建設

代 表 者 代表取締役　吉田　博行

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.13No.13No.13No.13

受 賞 工 事 名 平成２５年度　公共下水道事業　平鹿石成地区管渠築造工事

受 賞 技 術 者 名 佐藤　広 現場代理人兼主任技術者

着工前着工前着工前着工前 完完完完 成成成成

他工事(３社)との

安全協議会
自社安全管理委員会
による現場チェック 転落防止柵の設置

周辺道路の除排雪 インターンシップ受入 PR看板の設置



【
地
域
貢
献
】

  施工にあたり、土質条件が変化する中も的確に状態を把握し、適切な施工管理で完成させ
たことは評価できる。管理体制も良く、出来形品質とも優れ、地域活動に協力し、集落内
除雪を行うなど、地域貢献活動にも取り組んだ。

【受賞にあたって一言】

　この度は、横手市優良工事表彰を賜り誠にありがとうございます。本工事においては土質変化に伴う推進機
種の変更や、狭い道路での開削工事、また11月中旬の大雪などがありましたが、市当局のご指導のおかげを
もち無事工期内完成することが出来ました。また、車両通行などで船沼地区住民の皆様にも多大なご協力をい
ただき心より感謝申し上げます。この受賞を励みに、これからも安全施工・品質向上に努めてまいります。
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概 要

路線延長　　L=389.53m

○管布設工(PRPφ150)　L=319.25m　○管推進工(鉄筋Coφ250)　L=30.85m

○ﾏﾝﾎｰﾙ工　　N=１２箇所　　○取付管及び桝工　　N=13箇所

○付帯工　　　１式

【表 彰 理 由】

請 負 金 額 ¥45,301,200.-

工 事 期 間 平 成 25 年 7 月 24 日 ～ 平 成 26 年 1 月 30 日

【工 事 概 要】

施 工 場 所 横手市雄物川町薄井字船沼　外　地内

請 負 者

住 所 横手市横手市平和町10番30号

商 号 株式会社　大和組

代 表 者 代表取締役　大和　康範

 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 平成26年度　横手市優良工事表彰　表彰工事・表彰技術者 No.14No.14No.14No.14

受 賞 工 事 名 平成２５年度　公共下水道事業　雄物川船沼地区管渠築造工事

受 賞 技 術 者 名 小西　英樹 現場代理人兼主任技術者

着工前着工前着工前着工前 完完完完 成成成成

交流館敷地内の外構作業

交流館敷地内の外構作業 集落内除雪作業

交流館敷地内の外構作業


